























































































































































Ⅵ．　今 後 の 課 題
　１度目・２度目ともにイベントが好評であったことと，本システムの主催サイドによる評価が
高かったことから，サイネージデイは今後も開催され，その際に本システムが再度利用される可
能性は高い。そこで，今後のために改善すべき点を挙げる。
１．　システムの汎用性
　２月２８日に行われた１度目のサイネージデイに向けた開発時には，システムを十分汎用的に設
計していなかった。これは，２度目のサイネージデイが開催されるか定かでなかったので汎用性
よりも開発スピードを優先したことや，またそのような状況であるから２度目が開催されるとし
ても新たにどのような仕様が求められるか予想が難しかったためである。実際には７月２４日に２
度目が行われたが，賞品の種類が増えたことなどのために， １度目のシステムをそのまま２度目
に使用することはできず，クライアント・サーバー共にソフトウェアの修正が必要となった。そ
のため，新たに発生したバグへの対応や念入りな動作確認のために，時間を要した。
　今後はイベントが開催される度にシステムに手を加える必要が発生しないように，賞品種数の
変更などは管理用 Webページでの操作やクライアントに置く設定ファイルや画像ファイル等の
変更だけで行えるようにしたい。これは，賞品の種類・数などはイベント開催の直前に決定ない
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し変更され得ることからも重要である。
２．　当たり確率の決定方法
　くじ引きの時間内に用意された当たりが全てちょうど出尽くすようにするための当たり確率の
手動変更は，行わなくて済むようにしたい。
　これは人手を減らすためではなく，確率を手作業で変更すると，変更作業者自身にでさえ何ら
かの作為が入ってしまっていないかという疑念が湧いてしまうからである。くじ引きに参加する
来場客も，確率が人手で変更されていることを知れば，作為があるのではないかと感じるであろ
う（実際には，来場客にくじの結果がどのように決められるかは知らされない）。
　くじ引きプログラムのスタート時に，全ての当たり本数について，何時くじを引けば当たるか
を乱数に基づいて決めておくという方法もあるが，操作のタイミングがくじの結果にほとんど影
響を与えないことになるので，良心的でない。
　くじ引きの度に残り時間と当たり残数からその回の当たり確率が算出されるのが望ましい。
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